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テーブル・オフィシャルズについての連絡事項および再確認 

 

 日頃、当部の活動に対しまして、ご支援、ご協力を頂き感謝しております。 

 さて、本年４月１日のルール改正運用開始以降、一部の都道府県から確認のお問い合わせ

や各県・ブロック・団体などで開催されたＴＯ講習会などにおいてご質問を頂きました。 

今回さらなる統一運用を図る目的として、改めて下記事項について御連絡するとともに再

確認をさせていただきます。 

 

記 

 

１．スコアシートの記入について 

 １）試合終了時の締めは黒色のペンで記入する。 

   ①ランニング・スコアの締め → 左上から右下の斜線 

   ②ファウル欄の締め 個人／コーチ／アシスタントコーチ欄 → 横１本の線 

   ③チームＡ及びチームＢの各ピリオド／得点合計欄の記入 

 ２）チャージド・タイム・アウト欄の締めは赤色のペンで記入する。 

   使用しなかったチャージド・タイム・アウト欄は赤２本線で締める。 

    注：延長時限の有無に関わらず。 

 ３）試合終了後のサインの順番は次のとおりである。（最終手続き） 

   ①タイムキーパー 

   ②２４秒オペレイター 

   ③アシスタント・スコアラー 

   ④スコアラー 

      参考：バスケットボール競技規則  10.3 最終手続き p.103 

         オフィシャルズ・マニュアル p.151.3.  

 

２．交代の合図 

  ブザー１回で合図する。 

 

３．タイム・アウト表示器の使用禁止 

 オフィシャルズ・テーブルの上に置かれる赤矢印の表示器具は、ポゼション表示器具

以外に使用してはいけない。 

  従来のタイム・アウト表示器をポゼション表示器として使用しても差し支えない。 

   （通達済みですが再確認といたします。） 
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